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平成5年

らか
ニ主主乏ゴ τとA

忌丸向

ざ出陣

太鼓やl{ llI武者 ，' L'，州i式、>J1j所の I~;j ごい

祭り「岳の峨」、民踊「点田ぎくら」な

どが披露され、同ステージは詰めかけ

た人たちで埼めつくされました。

なお、この信州怖では、上回 ・小!H
地区から上小広域館「ハートミュジア

ム」もH'，展されています。開催期HlJは
9月2611(11)まで。

7 J J 1711から松本平山城公|妥協k地て、
問かれている r(A，J+I tt'j:'g;{Jで、白 IJ7 
日、 rI-.lII rnの日Jの fベントが行われ
ましTこ。

1.1: liij 10U.}:，まず会1;必内を貞;[11武将行

手rlがパレードむ多くの人たちの日を引

きました。続いて以外のアルプスステ

ージで「上田市のUJが開幕。兵川陣

時
ア
ル
プ
ス
ス
テ
ー
ジ
で
の
出
陣
式
。
「
工
イ
、
工
イ
、
オ
|
ツ
/
』
の
胤
聞
け
声
で
気
合
い
を
入
れ
る

官
中
央
広
倫
明
か
ら
ア
ル
プ
ス
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
パ
レ
ー
ド
す
る
翼
団
武
者
の
隊
列
。
ま
さ
に
戦
閣
総
巻

官当日、会場の人たちにプレセントも
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裕
一
梁
づ
え
の
歩
行
訓
練
。

伊
業
療
法
士
の
小
林
さ
ん

か
て
い
ね
い
に
指
導

1
1
1
'品
副
，

l

Vl--

段

す
の
く
下
な
廊

を
る
差
す

段
労苔
て
が
し
ん
り
さ
た
る

田
つ
い

石

使

て

で
乏
し

す
板
を

い
。
失

事

差

工

寝たきりになったお年寄りな

との介護、いわゆるr在宅介護J

の重要性が、ますます治大する

ことが予想されます。介護疲れ

の介護者を、ひとときでも解絞

させることも大切です。今回、

市からの介護サービスを受けて

いる市民の家庭を例に、在宅介

護というものに触れてみました。

考えよう「在宅介護」

(;お力、ら)

多喜子さんは入浴についても相談
小林さんの指導でトイレにも手すりを
保健婦も訪問し、血圧などをチェック

， 

町
山
川
じ
什
川
む

.h川
茂
刊
さ
ん

(
w
m
h
峨
)
は
、
引
氏
、
主
の
多
H
M
H

f
さ
ん
(
引
ぷ
)
と
・
.
人
作
-e
り
し
。

ト
・h
.年
九
川
、

.小
ほ
の
い
下
欣
で
vけ

の
竹
を
折
る
な
ど
の
市
街
を
れ
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
後
追
杭
か
ら

全
身
が
似
抗
。
下
術
も
行
い
、
ま
し

た
が
完
治
に
で
ら
ず
、
山
口
℃
で
山
町

長
中
で
す
。

ふ
だ
ん
は
い
匂
ら
多
U
M
H

f
さ
ん
が
介
護
し
て
い
ま
す
が
、

ホ

l
ム
ヘ
ル

バ
ー
が
週

.
川
の
ほ

か
、
保
健
側
、
作
業
域
法
上
、
訪

問
打
線
い
町
、
七
治
医
な

E
が
石
川

さ
ん
℃
を
訪
れ
、
介
助
や
相
談
、
咋

門
的
な
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
!
の
小
沢
持
汚

さ
ん
は
、

A
t
午
じ
川
か
ら
.FN
刊
さ

ん
の
入
浴
介
助
や
ベ

ッ
ド
メ
イ
キ

ン
グ
、
中
い
す
で
の
欣
少
な
ど
を
下

が
け
て
い
ま
す
。
「
徐
々
に
前
向
き

な
機
能
の
山
卜
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
干
す
り
を
う
ま
く
利
川
し
て

の
入
浴
や
歩
行
が
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
:
・

L
tア
ド
バ
イ
ス
。

ま
た
、

唱
迎
附
に

.. 卜
軒
近
く

を
訪
問
す
る
ト
川
市
委
託
の
作

業

こ
.、，

f
二
、
:
、
4
l

'

・

:

卦
泣
l
・
寸
材
仰
さ
ん
(
リ
ρ

ヒ

リ
テ
|
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
脱
救
助

病
院
勤
務
)O

づ
七
川
さ
ん
は
、
，
け

ら
が
動
く
こ
と
に
ぷ
欲
的
。
多心
骨

子
さ
ん
も
、
本
人
が
で
き
る
こ

t

は
時
間
が
か
か

っ
て
も

n
h。
て
さ

せ
る
こ
と
が
向
上
に
つ
な
が

っ
て

い
ま
す
」
と
。

介
護
を
支
援
す
る

お
も
な
メ
ン
バ
ー

-
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ
|
(
村
会
制
社

協
議
会
・
公

明U
2
0
2
5
)

日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
お
年

寄
り
の
家
庭
で
、
家
族
や
本
人
が

介
護
を
必
要
と
す
る
場
合
に
、
次

の
う
ち
必
要
と
認
め
ら
れ
た
も
の

に
つ
い
て
お
世
話
を
し
ま
す
。

寸
身
体
の
介
護
に
関
す
る
-』と

(
食
事
・
排
せ
つ
・
衣
類
着
脱
・

入
浴
な
ど
の
介
護
、
身
体
の
清
拭
・

洗
髪
な
ど
)
一2
家
事
に
関
す
る
こ

と
(
調
理
、
洗
濯
、
掃
除
、
買
い

物
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
(
害
類

の
申
請
、
料
金
の
支
払
い
な
ど
)

⑥
相
談
・
助
幸
一一回
に
関
す
る
こ
と

・
保
健
婦
{
山
保
抽
出
J
I
N
W
A
)

在
宅
の
お
年
寄
り
に
、
快
適
な

生
活
を
送
る
二
と
が
で
き
る
よ
う
、

ま
た
介
護
者
に
は
適
切
な
介
護
が

行
わ
れ
る
よ
う
、
相
談
を
受
け
た

り
指
導
を
行
い
ま
す
。

-
訪
問
保
健
婦

・
看
護
婦

勤
務
を
し
な
い
保
健
錫
・
看
護

婦
の
有
資
格
者
が
、
寝
た
き
り
の

お
年
寄
り
を
中
心
に
定
期
的
に
訪

問
し
ま
す
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
家

庭
で
の
療
養
・看
護
な
ど
の
指
導
、

家
族
の
健
康
相
談
、
主
治
医
と
の

連
携
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
な
ど

を
行
い
ま
す
@
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• 

周
囲
の
温
か
い
励
ま
し
を

こ
・
』
で
制
介
し
た
石
川
さ
ん
の

ケ
l
ス
は
、
介
住
宅
介
必
の
ほ
ん
の

.
例
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
介
机
山
℃
で
縦

益
し
て
い
る
人
を
介
護
す
る
に
も
、

そ
れ
ぞ
れ
千
差
万
別
で
、
介
護
の

内
容
や
限
度
も
述

っ
て
き
ま
す
。

例
え
ば
、
身
体
附
山
内
告
で
あ
る
か

老
人
で
あ
る
か
、
ま
た
寝
た
き
り

や
痴
ほ
う
な
ど
の
身
体
の
状
況
、

家
騒
の
環
岐
や
症
状
の
述
い
な
ど
。

行
政
側
で
介
護
を
従
供
す
る
助
介
、

状
況
に
応
じ
て
い
み
い
ろ
な
機
関
、

関
係
者
と
の
連
携
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ

く
ま
で
れ
立
の
援
助

t
、
介
護
封

の
れ
川
一
を
粍
く
す
る
た
め
の
補
助

的
役
刑
で
あ
る
と
い
う
・
』
と
で
す

「
家
政
婦
」で
は
な
い

「
円
以
近
、
住
宅
の
か
た
と
そ
の

近
制
打
と
の
結
び
付
き
が
特
に
柑

く
な
っ
て
い
る
の
を
感
じ
る
」

t

強
調
す
る
の
は
、
上
一

m市
社
会
福

祉
協
議
会
家
出
サ
ー
ビ
ス

m.係

長
の
小
山
川
き
み
江
さ
ん
。
食
が

や
入
浴
、
衣
知
者
脱
、
緋
せ
つ
な

E
の
介
助
か
ら
掃
除
、
沈
山
他
、
賀

、
恥
叩

n
J
t
H
J
l
h
J
hト
に

1
内

ハ
ノ
日
H
4究
山
町

L
ゆ

u

，，lv
B
t
J
'ム

'
1

・・.，
J

4
恥

〆
しv
s
b
T
z
"
uu山

-f
い
な
ど
を
必
.
裂
に
応
じ
て
'
り
つ
ホ

ー
ム
ヘ
ル
バ

l
は
、
介
護
を
品
供

す
る
側
て
は
現
場
に
最
ち
近
い

t

い
わ
れ
る
す
.
場
。
白
ら
も
ホ

l
ム

ヘ
ル
バ

l
に
例
わ
る
小
山
川
さ
ん

は
、
介
肌
宅
介
護
の
実
状
そ
こ
の
よ

う
に
指
摘
し
ま
す
。

「
い
ち
ば
ん
誤
解
さ
れ
や
す
い

の
が
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
!
と

『米

政
財
』
と
を
出
川
し
て
し
ま
う
こ

と
。
本
米
は
本
人
が
自
立
し
て
生
一

泊
で
き
る
た
め
の
援
助
で
あ
っ
て
、

身
の
川
り
の
附
活
全
な
に
か
ら
な

に
ま
で
や
っ
て
ら
ら
う
と
い
う
た

め
で
は
あ
り
差
せ
ん
。
か
え
っ
て

過
剰
な
介
護
が
、
本
人
の
機
能
を

低
ド
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
す
」
。

同
級
に
「
介
護
に
砧
傾
的
な
多

H
M
L
S
ち
ん
と
労

h
家
の
石
山
さ
ん
。

肱
し
い
家
庭
の
方
が
、
木
人
仁
は

効
果
的
」

t
、
訪
問
看
護
婦
の
宮

坂
ま
す
み
さ
ん
は
訴
り
ま
す
。

そ
し
て
、
除
に
ひ
な
た
に

.h
川

さ
ん
を
支
え
る
多
H
M
u
f

さ
ん
は
司
』

の
よ
う
に
。
「専
門
の
か
た
た
ち
の

指
導
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
な
に

よ
り
も

h
人
が
利
神
的
に
正
れ
に

な
り
ま
し
た
」。

一
日
一
回
、
怠
い
す
で
散
歩
す
る
石
田
さ

ん
。
段
差
な
ど
の
あ
る
場
所
以
外
は
、
多

喜
子
さ
ん
の
手
も
借
り
す
に
自
カ
で
操
作

ま
た
、
介
護
に
付
す
る
近
親
打

の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

「
般
家
族

化
の
影
響
や
親
族
が
み
ん
な
仕
事

を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
状
況
な
ど

m山
は
さ
ま
ざ
ま
.
で
す
が
、
し
か

し
近
税
折
の
ぷ
山
を
尊
取
し
ま
す
」

t
語
り
ま
す
。

「
意
欲
」
を
引
き
出
す

.
N、
附
係
者
の
小
で
は
、
行

政
側
の
窓
口
の

十
本
化
を
盟
む
戸

も
あ
り
ま
す
。
在
宅
介
護
に
は
、

.
つ
の
ケ
ー
ス
に
、
関
係
す
る
機

関
が
ケ
1
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
(
対

処
の
仕
方
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
)

を
行
い
、
連
防
を
取
り
合
い
対
応

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ

-
作
業
療
法
士

{
O
T
)

機
能
織
曹
曹
を
も
っ
在
宅
の
人
な

ど
に
、
本
人
の
で
き
る
範
囲
で
、

ま
た
介
護
者
に
負
担
が
か
か
ら
な

い
範
囲
で
機
能
訓
練
を
行
い
ま
す

必
要
に
応
じ
て
、
日
常
生
活
を
容

易
に
す
る
た
め
の
道
具
(
補
助
具
)

や
住
宅
の
改
造
な
ど
に
つ
い
て
も

相
談
・
指
導
し
ま
す
今
こ
の
ほ
か

に
、
最
も
基
本
的
な
機
能
訓
練
を

行
う
理
学
療
法
士

(
P
T
)
が
あ

り
ま
す
兼
任
の
場
合
も
あ
り
ま

す
が
、
実
際
の
家
庭
生
活
の
商
で

作
業
療
法
士
が
、
機
能
的
な
箇
で

理
学
療
法
士
一
か
そ
れ
ぞ
れ
分
担
す

る
の
が
一
鍛
的

れ
に
窓
け
が
あ
り
、
わ
か
り
に
く

い
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

高
齢
時
代
を
迎
え
て
、
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
花
宅
介
護
を
受
け
る

人
の
明
加
が

fmm心
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
白
け
ら
川
町
ん
で
介
護
を
受
け

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護

は
「
家
族
を
い
か
に
引
き
込
む
か
、

道
に
抱
え
込
み
す
ざ
な
い
で
、
い

か
に
本
人
の
な
欲
を
引
き
出
す
か
」

と
語
る
訪
問
看
護
婦
の
宵
坂
さ
ん

の
言
葉
も
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
の
一

っ
と
も
い
え
そ
う
で
す
。
そ
し
て

な
に
よ
り
も
、
家
族
は
じ
め
隣
近

所
、
近
親
者
、
介
護
者
の

一
体

t

な
っ
た
「
温
か
い
励
ま
し
」
が
大

切
な
の
で
は
な
い
唱
で
し
ょ
う
か
。

7 9. 広報うえだ5.(31 



広
く
支
援
し
ま
す
/
.

自
宅
で
療
養
さ
れ
て
い
る
お
年
寄
り
な
ど
が
い
て
、
だ
れ
か

の
手
を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
本
人
の
苦
し
み
は
も

ち
ろ
ん
、
介
護
す
る
家
族
の
負
担
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
市
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
し
て
、
家
族
の

皆
さ
ん
の
負
担
を
和
ら
げ
る
な
ど
の
援
助
を
し
て
い
ま
す
。

-
健
康
教
育

自
治
会
や
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
成
人
病
の
予
防
、
健
康
増
進
な

E
、
健
康
に
関
す
る
正
し
い
知
識

を
学
べ
ま
す
。

-
健
康
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
地
区

公
民
館
、
て
、
心
身
の
健
康
に
関
し

相
談
、
て
き
ま
す
。

-
基
本
健
康
診
査

成
人
病
の
早
期
発
見
の
た
め
、

市
内
の
医
療
機
関
で
健
康
診
査
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
(
問
診
、
身
体
計

測
、
理
学
的
検
査
、
血
圧
測
定
、

検
尿
ぜ
血
液
検
査
、
心
電
図
、
眼

底
検
査
)

・
が
ん
検
診

胃
が
ん
、
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
、

肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
の
早
期
発
見

を
す
る
た
め
に
検
査
を
行
い
ま
す
。

・
訪
問
健
康
診
査

在
宅
の
寝
た
き
り
の
人
で
主
治

医
の
い
な
い
場
合
、
医
師
お
よ
び

看
護
婦
が
伺
い
、
健
康
診
査
を
行

い
ま
す
。

-
機
能
訓
練

心
身
の
機
能
障
害
を
持
つ
人
に

対
し
、
そ
の
機
能
の
維
持
回
復
を

図
る
た
め
に
必
要
な
訓
練
を
行
い

ま
す
。
(
毎
週
水
曜
日
、
理
学
療
法

士
、
作
業
療
法
士
に
よ
る
)

-
訪
問
指
導

自
宅
で
療
養
さ
れ
て
い
る
お
年

寄
り
に
、
保
健
婦
や
看
護
婦
が
伺

い
、
快
適
な
療
養
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
、
ま
た
適
切
な
介
護
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
、
専
門
的
な
相
談

や
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

-
作
業
療
法
士

(
O
T
)
の
派
遣

機
能
障
害
を
も
っ
在
宅
の
人
や
、

通
所
の
リ
ハ
ビ
リ
が
不
可
能
な
人

に
、
訪
問
し
て
リ
ハ
ビ
リ
に
関
す

る
こ
と
や
介
護
の
負
担
を
軽
く
す

る
方
法
の
指
導
、
段
差
や
手
す
り

な

E
住
宅
改
造
に
つ
い
て
の
相
談

に
あ
た
り
ま
す
。

(
訪
問
は
月
・

火
・
木
・
金
曜
日
)

・
栄
養
士
の
派
遣

食
事
の
内
容
や
バ
ラ
ン
ス
、
病

気
に
合
っ
た
食
事
の
工
夫
、
作
り

方
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
食
事
に

関
す
る
具
体
的
な
相
談
に
あ
た
り

ま
す
。

-
言
語
療
法
士

(
S
T
)
の
派
遣

言
語
障
害
を
持
つ
人
に
、
言
語

に
関
す
る
訓
練
、
相
談
な
ど
に
あ

た
り
ま
す
。

・
訪
問
歯
科
検
診

在
宅
の
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り

ゃ
、
障
害
の
た
め
歯
科
医
院
へ
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
人
に
、
歯
科

医
師
、
歯
科
衛
生
士
、
看
護
婦
が

訪
問
し
、
歯
の
検
診
や
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

[4) 7 9. 広報うえだ5.

寝たきりのかたなどに訪問歯科検診

}長r保健サービス」はすべて次のいすれか!こ当てはまる人が対象です。 ①70歳以上
のお年寄り②65緩から69歳までの障害をお持ちのお年寄り(対象者は無料)
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施
一
実
ホ
も

う

品
耳
{
行

演

を

講

助

る

援

す

の

関

て
に
じ

〉
寝

応

勺
介

に

J
J

宅

要

U
在

必

-
介
護
用
晶
の
展
示
・
貸
し
出
し

お
む
つ
や
介
護
ね
ま
き
な
ど

介
護
に
必
.袈
な
u
聞
を
展
示
し
、
必

要
が
あ
れ
ば
貸
し
出
し
ま
す
。

-
ね
た
き
り
老
人
を
さ
さ
え
る
家

族
の
会
介
護
十
刀
法
を
中
ん
だ
り
、
専
門

家
じ
よ
る
講
演
、
介
護
者

E
う
し

の
話
し
合
い
な
ど
を
行
い
ま
す
。

・
痴
呆
性
老
人
を
さ
さ
え
る
家
族

の
会痴
呆
性
老
人
へ

の
理
解
を
深
め
、

専
門
家
に
よ
る
相
談
や
介
護
者
ど

う
し
の
話
し
合
い
守
行
い
ま
す
。

-
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ
l
の
派
遣

寝
た
き
り
老
人
な

E
の
い
る
家

庭
に
は
、

必
要
な
と
き
、

必
要
な

時
間
に
ホ
l
ム
ヘ
ル
バ

ー
が
訪
問

し
、
お
川
一
話
し
ま
す
。

-
シ
ョ
ー
ト
(
ミ
ド
ル
)
ス
テ
イ

寝
た
き
り
老
人
な
ど
を
介
護
し

て
い
て
、
病
気
な

E
に
よ
り
一
時

的
仁
介
護
が
困
難

t
な
っ
た
と
き

に
は
、
主
人
ホ
!
ム
で
お
年
寄
り

そ
お
附
話
し
ま
す
。

-
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

①
身
体
盛
弱
な
老
人
な
ど
は
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
日
常
勤

作
訓
練
な

E
の
サ
ー
ビ
ス
ぞ
受
け

ら
れ
ま
す
。
(
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

l
常
磐
城
3
1
3
ー
は
・
宮

@
4
1
1
9
)
 

②
捕
以
性
老
人
を
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
の
通
所
仁
よ
り

介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
し
、

介
護
持
の
負
制
を
惟
く
し
ま
す
。

(
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
さ

っ
き
の
圏
」

1
常
磐
城
3

2

|

川
・

g
a
)6
6
7
4
)

・
日
常
生
活
用
具
の
貸
し
出
し

円
似
た
き
り
老
人
な
ど
の
日
常
術

前
を
容
易
に
す
る
た
め
、
事
い
す
、

ベ
ッ
ド
な

E
を
貸
与
(
給
付
)
し

て
い
ま
す
。

-
寝
た
き
り
老
人
等
住
宅
謹
備

的
似
た
き
り
老
人
お
よ
び
痴
糸
性

老
人
の
た
め
の
居
室
、
便
所
、
ふ

ろ
な
ど
の
整
備
に
対
し
て
助
成
を

し
ま
す
。

-
家
庭
介
護
者
慰
労
金

在
宅
の
寝
た
き
り
老
人
お
よ
び

痴
呆
性
老
人
の
介
護
者
に
日
ご
ろ

の
出
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
に
、
介

護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

-
入
浴
サ
ー
ビ
ス

家
嵯
で
の
入
浴
が
困
難
な
人
の

た
め
に
、
入
浴
巾
で
送
迎
し
て
入

浴
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
ま
す
。平;LJ
生
き
が
い
の
た
め
に

-
上
田
市
高
齢
者
学
菌

充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め
、

お
お
む
ね
六
十
歳
以

k
の
人
令
対

象
に
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
学

習
を
行
い
ま
す
。
(高
齢
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

l
常
磐
城

3
1
3
1
は

-

g
a
}
4
1
1
9
)
 

-
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

定
年
退
戦
後
仁
お

い
て
、
臨
時
、

短
期
的
な
仕
事
を
希
噌
す
る
六
十

雌
以
卜
.
の
人
が
会
は
と
な
り
、
そ

の
会
円以
に
仕
事
を
提
供
し
ま
す
。

(
上
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
u
常
磐
城

3
1
2

l
m
-
宮

@
6
0
0
2
)
 

-
問
い
合
わ
せ
保
健
サ
ー

ビ
ス
は
保
健
予
防
線

(内
蔵

1
3
7
6
)、
在
宅
構
祉
サ
ー

ビ
ス
は
高
働
者
補
祉
稼
(
内

線
1
6
2
2
)
へ

〈上から〉

デイサービスセンターでの訓練
別所・長寿園での入浴サービス

シルバー人材センターの会員に

令句ザ
、守司

7 9. 広種うえだ5. 
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中
世

-案内図 (一部)

、

馬
を
放

?こ

牧

ザケ〉

平
井
寺
は
塩
田
平
を
流
れ
る
尾
根
川
の
上
流

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
平
井
寺
ト
ン、み

山
げ
が
開
通
し
、
上
田
地
方
と
松
本
地
方
と
ぞ
結

ぶ
道
路
が
尾
根
川
沿
い
に
建
設
さ
れ
、
平
井
寺

の
イ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

f
ん
じ
4
う

平
井
寺
と
い
う
地
名
は
殿
城
山
(
独
鈷
山
ま

た
は
鉄
城
山
と
も
呼
ぶ
)
に
、
殿
城
山
平
井
寺

t
い
う
寺
が
あ
っ
た

こ
と
に
由
来
す
る
と
伝
え

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
--み

鎌
倉
時
代
の
頃
に
は
、
古
川
神
社
付
近
か
ら

殿
城
山
、
平
井
寺
峠

へ
か
け
て
馬
を
放
し
飼

い

に
す
る
「
牧
」
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す。

かつて七段の登り窯があった東馬焼の黛跡、付近

そ
の
根
拠
は
、
駒
形
下
、
駒
形
、
飼
馬
口
、

馬
除
な
ど
牧
に
関
係
の
あ
る
地
名
が
残
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
明
治
十
年
代
の
記
録
に
よ
り
ま

す
と
、
飼
烏
口
は

「午
の
方
、
東
西
十

一
問、

南
北
三
十
六
問
」
、
馬
除
は
「
午
の
方
、
東
西

八
十
問
、
南
北
九
十
五
問
」
と
あ
り
ま
す
。
方

角
は
平
井
寺
村
の
元
棋
を
起
点
に
し
て
い
ま
す

か
ら
、
飼
鳥
ロ
ーと
馬
除
は
今
の
平
井
寺
池
付
近

を
指
し
て
い
ま
す
。

馬
除
は
馬
を
闘
う
た
め
周
聞
を
掘
り
下
げ
土

手
を
作
っ
た
場
所
で
、
平
井
寺
の
場
合
は
東
西

約

一
四
0
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約

一
七
0
メ
ー
ト

ル
の
馬
除
が
あ

っ
た
、
』
と
に
な
る
の
、
で
し
ょ
う

、.
。

4
H
 き
て
、
こ
の
「
牧
」
の
所
有
者
で
す
が
、
近

く
に
塩
田
城
が
あ
る
こ
と
か
ら
塩
田
北
粂
氏
の
hγLが
み

も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
、
あ
る
い
は
石
神

の
宮
沢
城
を
拠
点
と
し
た
土
豪
の
経
営
に
よ
る

も
の
と
も
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
中
世
ま
で
の
牧
追

跡
、
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
江
戸
時
代
以

新
し
い
農
業
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

上
岡
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
が
七
月
十

一

日
に
行
わ
れ
、
新
し
い
操
業
委
員
が
次
の
f
ζ

お

り
決
ま
り
ま
し
た
。

(
選
挙
区
届
け
出
順
、
敬

称
略
)
マ
春
原
忠
生

(
上
塩
尻
八
九
八

・
上
犠
尻
)

マ
西
沢
喜
次
(
常
磐
城

一
|
七
|
一

・
西
脇
)

マ
山
越
昭
人
(
国
分

一
O
九
一二
・
国
分
)

マ
清

水
平
八
郎
(
中
央
五
|
九
|
三
九

・
田
町
)
マ

長
谷
川
嘉

一
(
岩
下

一
一二
O
|

一
・
岩
下
)
マ

細
谷
喜
義
(
住
吉

一
O
O
五

・
長
島
)

マ
柳
沢

敏
彦
(
上
野
二
三
五

・
新
屋
)
マ
山
崎
仁
平
(
古

里
七
六
七
|
二

・
笹
井
)

マ
小
林
高
造
(
上
田

一
四

二
ニ

・
蛇
沢
)

マ
佐
藤
定
男

(
殿
城
四
O

八
二
・
泳
坂
)

マ
宮
原
和
雄
(
芳
悶

一一

二
三
・

森
)

マ
細
田
信
広
(
林
之
郷
三

O
四

・
林
之
郷
)

マ
松
井
栄
昭
(
吉
田

一
二
四

・
吉
田
)

マ
水
野

信

(
神
畑
八
四
一ニ
・
紳
畑
)

マ
吉
田

一
靖
(
諏

訪
形

二
ニ
五
八
・
中
・
村
)

マ
田
中
良

一
(
中
之

条
二
五
八

・
中
之
条
)

マ
山
崎
信
治
(
下
之
条

六
九

0
・
下
之
粂
)
マ
宮
入
笑
夫
(
下
之
郷
二

0
0
・
下
之
郷
)
マ
坂
田
喜
八
郎
(
別
所
温
泉

一一
二
九
四

・
上
手
)
マ
小
宮
山
行
徳
(
前
山
五

七

一
ー

一
・
東
前
山
)
マ
芳
坂
洋
一
(
山
間

一

O
八

一
・
山
田
)

マ
金
井
庄
平
(
舞
間
五
二
九
・

舞
回
)
マ
綱
島
道
徳
(
本
郷
四
八

0
・上
水
郷
)

マ
和
田
謙
吉
(
小
品
五
六

・
上
小
烏
)
マ
鈴
木

二
郎

(古
安
静
七
九
四
|

一
・
平
井
寺
)
マ

工

藤
守
彦
(
富
士
山
二
O
九
六
・

下
組
)

マ
井
沢

徳
雄
(
越
戸

一
八
九
!

一
・
越
戸
)
マ
水
沢
昭

一
(同
二
三
七

・
岡
)

マ
清
水
素
牽
(
上
室
賀

一
九
五
九
|
三

・
上
室
賀
)

マ
柳
沢
守
人
(
小

泉

一
C
O
O
l
三

・
小
泉
)

・
農
協
推
薦

マ
渡
辺
美
直
(
殿
城
九
O
九

・
矢
沢
)

国
彦
衛
(
古
安
啓
三
八
六
六

・
柳
沢
)

[6 ] 7 9. 広報うえだ5.
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カメラスケッチ

* 女夜
食空
を
彩
る
ロ
マ
ン* 卜J切の哀の夜の風物誌、花火*会が千曲川
花 女で行われ、おおぜいの人たちが堪能しました。

* J.!Itlが強かったものの、午後7時過ぎ予定Eお
り行われ、上回橋上流からスターマイン、尺

玉などが次々t打ち上げられました。

降
は
牧
地

t
し
た
記
録
が
無

い
よ
う
で
す
。

平
弁
寺
は
東
馬
焼
の
産
地
だ
っ
た
こ
と
で
も

有
名
で
す
。
窯
主
の
林
東
馬
は
明
治
九
年
四
十

八
歳
で
急
逝
し
、
そ
れ
以
後
間
も
な
く
廃
銭
に

な
っ
た
よ
う
て
す
。
胸
土
を
二
つ
木
峠
な
ど
か

ら
得
て
、
水
瓶
、
塩
瓶
、
火
消
壷
、
徳
利、

す

り
鉢
、
米
瓶
な
ど
の
日
常
の
雑
器
が
生
産
さ
れ

た
の
で
し
た
。

昭
和
て
ト
六
年
じ
窯
跡
の
調
究
が
行
わ
れ
、

じ
段
の
登
り
窯
で
あ

っ
た
・
』
と
が
雌
認
さ
れ
ま

し
た
。
場
所
は
川
点
烏
宅
の
真
山
で
引
化
は
竹

林
に
な

っ
て
い
ま
す
。

世町

安ス
女ポ

ツ
で
日
独 -- _..  
交+ ドイツ ・スポーツユーゲントからスポーツ
流」少相一行(13人)が8月5Bから 5日間、

ケ上山rIi ~訪れスポーツ交流や市内見学、ホ一

一ムステイを楽しみました。初日には、永野市

i長を?ぷ倣し、記念品な Eの交換を行いました。

-
共
済
推
薦

マ
尾
見
章

一

中
村
)

-
市
議
会
推
薦

マ
高
遠
和
秋
(
上
溢
尻
五
五
九

・
上
塩
尻
)

マ
甲
田
定
男
(
本
郷
七
五
七
六

・五
加
}
マ

上
原
憲
(
古
安
的
H

一一一

，C
一
一
・
石
神
)

マ
石
川

幸
(
乎
均

一
二
C
二

|
一
・
手
塚
)

(
諏
訪
形

一一
ニ
二
ハ
|
一

阿

r-
* 女水
女遊
び

つ
つ
て 一- -つ*宅内プール「アクアプラザ上回」西側仁建
け女設を進めてきた親水公闘がこのほE完成し、

*訪れた人たちの憩いの場になっています。JII
の流れぞ人工的に造った この公園は、子Eも

たちの水遊びゃ砂遊びにかっ こうの場です/

広穂うえだ5. 7 9. [7 ] 



ゐ刊ここf)好~ ) 
議' ⑧)

古再発:早j

鼻牛明神(上室賀)

石
に
変
身
し
た
牛

院
な
う

t

こ
の
辺
り
で
は
「
山
小
さ
ま
」

t
呼
ば

れ、

u木
に
-
一体
し
か
な
い

t
い
わ
れ
る

珍
し
い
紳
様
で
す
。
大
合
、
畑
eT
疏

-b
す
小

。
会23
h

が
い
ま
し
た
。
困

っ
た
付
人
は
、
巾
畝
(
卜
・

‘w-e

，、
い
V

室
引
に
あ
る
小
字
)
ま
で
杭
を
打
っ
て
午

が
行
か
な
い
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
午
は

大
き
な
石
じ
化
け
て
し
ま

っ
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
以
来
、
こ
の
石
を
品
牛
明
神
と
し
て

祭

っ
て
い
ま
す
。
首
か
ら
上
の
部
分
合
治

し
て
く
れ
る
神
と
し
て
、
+
内
く
は
速
く
か

ら
も
信
者
が
訪
れ
た
そ
う
で
す
。
土
問
の

.、，eL
「
丑
の
日
」
合
祭

u
tし
て
い
試
す
。

昭
和
二
十
年
代
、
近
く
に
「
入
の
池
」

(
た
め
池
)
を
う
く
る
た
め
に
、
現
在
の

場
所
に
県
道
(
上
室
賀
・
坂
城
停
車
場
線
)

が
移
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
い
4

し
けげ

に
祭
つ
で
あ
っ
た
、
牛
の
背
に
掛
け
る
鞍

の
形
わ
延
し
た
石
(
お
鮫
石
)
が
埋
め
・勺
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
在
あ
る
石
は
二
代

自
の
も
の
で
す
。
ま
た
、
品
牛
さ
ま
の
前

に
は
、
雪

mμ
時
に
牛
が
雪
の
中
に
沈
ま

な
い
よ
う
「
棋
」
の
石
も
あ
り
ま
す
。

お
話
・
北
沢
知
明
さ
ん
(
河
歳
・
上
室
賀
)

子どもにごみのスライド
環焼リサイクル活動委員会(堀口とし江委員長〉@⑤C9o菖 烹

⑮⑦⑨、三ユグ この会は、長野生活

協同組合のメンバー11

人で構成されています。

リサイクル活動のなか

でι、現在ーは子どもの
教育耐にも定点を慌い

たifrjfijJb行っています。
自治会や学校で見ても

らうため、 子どもの出

簡による初歩的な分別

|司)1又を角平1えしたスライ

ドを作りました。また、

物の大切さを教えるよ

い機会仁 しようし親

子て斗ム乳パックの小物

作りを行ったりも。今

後はごみ問題に附して、

子どもが親を諭すl時代

になってほしいですね。

[8 ] 7 9. 広報うえだ5.

思

入

れ

き

患

と

パ

き

で

と

あ

け

の

が

だ

な

ス

こ

と

・き

い

日

、
こ
・て

r
、
U
V

九
ら
る
・
す

ら

パ

か

見

も

た

川

中

を

て

つ
じ

の

空

と

。

勾
J
h
:

ろ

星

、

す

も

ま

・
ふ

な

ら

ま

所

い

・お

い

た

い

書

• 〆

ろ

/

都

知
恥
尚
一
日

露

い

与

所

る

い

肋
容

別

え

ば

ち汗

{

見

れ

繍

の

あ

2

星

が

わたしたちの別所温泉に、

友達みんなと泳げるような、

大きな大きな露天ぶろがほ

しいです。その中には、き

れいな花がいくつも咲いて

いたり、みんなと遊べる場



ブラジルの伝統行事

その④

全
国
で
盛
り
上
が
る
カ
l
ニ
バ

日
本
の
大
き
さ
は
、
だ
い
た
い
三

十
七
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
人

口
密
度
は
官
同
〈
約
一
億
人
で
す
。
ブ

ラ
ジ
ル
の
商
績
は
お
よ
そ
八
百
五
十

一
万
二
千
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
だ

い
た
い

一
億
五
千
万
人
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
今
、
日
本
は
お
盆
も
過

ぎ
、
夏
か
ら
秋
へ
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
冬
、
て
、
北

の
地
方
以
外
は
い
ち
ば
ん
袋
、
い
時
期

で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
と
ブ
ラ

ジ
ル
と
の
違
う
点
は
多
い
の
で
す
。

お
さ
ら
い
日
本
の
伝
統
行
事

そ
こ
で
、
人
々
は
ど
の
よ
う
な
行

事
ゐ
延
し
て
い
る
の
、
で
し
ょ
う
か
。
日

本
に
つ
い
て
は
皆
さ
ん
は
よ
く
知
っ

て
い
る

t
忠
い
ま
す
が
、
復
期
間
し
て

み
ま
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、

↑
月
(
冬
)
に
は
正
月
の

行
事
が
あ
り
ま
す
。
朝
は
お
も
ち
そ

食
べ
、
た
く
さ
ん
の
人
が
お
寺
や
神

社
に
お
参
り
し
ま
す
。
二
月
に
は
節

分
が
あ
り
、
豆
、
で
鬼
を
追
い
出
し
、

福
の
神
守
家
の
中
へ
招
き
ま
す
。

ノレ

三
月
三
日
は
桃
の
節
句
、
で
、
五
月

五
日
(
脊
)
は
端
午
の
節
句
、
で
す
。

七
月
七
日
に
は
七
夕
が
あ
り
ま
す
。

八
月
(
互
)
仁
は
お
盆
が
あ
り
、
九

月
は
お
彼
岸
で
す
。

十
月
(
秋
)
に
は
美
し
い
お
月
様

を
見
て
、
十
二
月
三
十
一
日
(
冬
)

は
大
み
そ
か
で
、
そ
の
晩
に
は
年
越

そ
ば
を
食
ぺ
な
が
ら
年
を
越
し
ま
す
。

ブ
ラ
ジ
ル
も
多
種
多
彩
で
す

ブ
ラ
ジ
ル
に
も

一
月
(
夏
)
に
は

正
月
が
あ
り
、
家
族
や
友
達
と
い
っ

し
ょ
に

一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
す
。

二
月
下
旬
と
三
月
上
旬
の
聞
に
カ
ー

ニ
バ
ル
刊
が
全
国
に
あ
り
ま
す
。
リ
オ
・

デ

・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
の
カ
ー

ニ
バ
ル

が
最
も
有
名
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
パ
レ

ー
ド
に
は
自
由
に
参
加
で
ち

ま
せ
ん
。

四
月
の
バ
ス
コ
ア
(
イ
ー
ス
タ
ー
)

は、

キ
リ
ス
ト
の
復
活
全
祝
う
祭
円

で
す
。
そ
の
日
に
卵
形
の
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
菜
子
を
友
達
と
交
換
す
る
習
俄

が
あ
り
ま
す
。

六

月

(
冬
)
仁
は
フ

エ
ス
タ
・
ジ
ユ
ニ
ナ
の
民
間
伝
統
的

な
行
事
が
あ
り
、
特
別
な
ダ
ン
ス
や

料
理
を
楽
し
み
ま
す
。
十

月

(
春
)

は
特
別
な
子
ど
も
の
日
が
あ
り
、
十

一
月
は
墓
参
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
は
十
二
月
(
友
)
に

楽
し
め
ま
す
。
二
十
四
日
の
晩
に
教

会

に
お
参
り
を
し
て
、
家
族
や
友
達

t
い
っ
し
ょ
に
夕
食
を
食
べ
た
り
プ

レ
ゼ

ン
ト
交
換
も
あ
り
ま
す
。
最
後

に
、
十
二
月
三
十

一
日
は
白
い
服
を

着
て
家
族
や
友
達
、
好
き
な
人
み
ん

な
が
集
ま
っ
て
新
年
を
迎
え
ま
す
。

ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
/

こ
こ
で
紹
介
さ
れ
た
行
事
は
全
国

一
般
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ジ

ル
に
は
日
本
の
よ
う
に
他
方
的
な
祭

り
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

然
り
に
よ
り
料
理
も
違

い
ま
す
。

実
は
お
話
し
を
聞
く
よ
り
も
い
ち

ば
ん
よ
い
の
は
自
分
で
経
験
す
る

こ

と
で
す
。
で
は
、
」
ブ
ラ
ジ
ル
へ
ょ
う

こ
そ
/
・
お
越
し
く
だ
さ
い
。
私
が
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(
お
わ
り
)

※
次
回
か
ら
中
国
の
男
性
が
登
場
し

ま
す
。

印
代
か
ら
始
め
た
薬
草

「
長
生
き
(
若
さ
)
の
秘
け
つ
は

?
」
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
が
、
特
に

そ
う
い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
水
や
空
気
を
は
じ
め
、
人
や
家

族
に
支
え
ら
れ
て
生
か
さ
れ
て
き
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

親
か
ら
は
「
腹
を
立
て
て
は
い
け

な
い
。
む
し
ろ
そ
の
人
を
救
え
」
と

言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
す
る
こ

主
に
よ
っ
て
、
肉
体

・
精
神
(
素
質
)

が
正
常
化
に
向
き
、
長
生
き
が
で
き

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

良
い
と
思
う
こ
と
は
進
ん
で
や
る

こ
と
も
私
の
信
念
。
親
が
「
薬
草
も

人
間
も
植
物
。
だ
か
ら
互
い
に
同
化

し
、
真
か
ら
病
気
を
治
す
」
と
い
う

言
葉
を
信
じ
、

二
十
歳
ご
ろ
か
ら
薬

草
を
採
集
・
研
究
乱、

実
践
し
て
き

ま
し
た
。
薬
草
を
煎
じ
て
、
家
族
ぐ

る
み
で
お
茶
代
わ
り
に
飲
む
の
が
日

謀
。
ま
た
、
仲
間
に
も
「
健
康
に
な

っ
て
も
ら
お
う
」
と
、
採
集
し
た
薬

草
を
あ
げ
る
こ
と
が
楽
し
み
の
ひ
と

つ
で
す
ね
。若羽議初

......... (91歳・福田〉

、Eち宣の
‘函，巳B わたしの場合

④ 

上聞創造館の入り口

に大きな1母子のブロン

ズ「朔舞」の像があり

ます。 7年前にこれを

寄贈された駈沢享様 (~iX

人) !J._卜ー室11の元将察
署長の人でした。

当時はまだ塩沢様じついてあまり知られて

いませんで、したが、その後も業績の多いこと

で感動したね、はその乍きカfいについてもお伺

いした〈、ご生存中のlO.ipほど詰ij(こ訪問しま
したので、その時の感想を紹介します。

初対前iのr~i尺様は、まだ見告11 らぬ私に対し

て非常に丁寧に「さあ、 Eうそアお上りくださ
L、」と笑顔で迎えてくださいました。この人

IJ.永年警察署長などを経てきたのですが、全

〈官僚的な所が無い、人俗的にも奥行きの深

い心の盟きが瞬間的に感じられました。(絞り

生島竪さん (72歳・下堀)

(9) 

塩沢さんの人生観
その①

7 9. l1i報うえだ5.



暮らしの
秋
は
運
動
会
や
述
足
、
ピ
ク
ニ
ッ

ク

t
行
楽
行
事
が
め
じ
ろ
押
し
|
。

家
族
そ
ろ
っ
て
、
お
弁
当
を
食
ペ
る

機
会
が
増
え
ま
す
。
お
弁
当
の
メ

ニ

ュ
ー
で
お
な
じ
み
な
の
が
ゆ
で
卵
で

す
。
そ
こ
で
、
上
手
な
ゆ
で
卵
の
作

り
方
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

卵
を
ゆ
で
て
い
る
途
中
に
、
殺
が

ひ
び
割
れ
し
て
・
中
身
が
流
れ
出
し
た

り
、
ゆ
で
上
が
っ
て
殺
を
む
い
て
み

た
ら
黄
身
が
端
に
よ
っ
て
い
た
り
、

賞
身
の
回
り
が
真
っ
黒
仁
な
っ
て
い

針
で
空
気
に
穴
を
開
け
る

ひ
び
割
れ
た
ら
酢
や
塩
を

エプロン百科

た
り
し
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

室
温
に
戻
し
て
ゆ
で
る

冷
蔵
庫
に
入
っ
て
い
た
卵
守
す
ぐ

に
ゆ
で
る
と
、
ひ
び
割
れ
を
起
こ
し

ま
す
。
ゆ
で
る
前
に
冷
雌
庫
か
ら
取

り
出
し
て
、
宅
温
に
.
脱
し
て
か
ら
ゆ

で
ま
す
。
卯
の
九
い

t
ニ
ろ
に
、
「
付
汎

室
」
と
呼
ば
れ
る
空
気
の
入
っ
た
部

分
が
あ
り
ま
す
。
熱
せ
ら
れ
る
と
空

気
が
膨
張
し
、
殻
に
ひ
び
が
入
り
や

メ〉。新若木
案内

じ〉

••••••.•••.••••••••• 

ゆ
で
卵
の
上
手
な
作
り
方

ひび劃れたら塩を一つまみ

す
く
な
り
ま
す
。
ゆ
で
る
仰
に
針
で

丸
い
部
分
に
穴
を
聞
け
て
、
空
気
を

逃
が
し
て
お
く
の
も
、
ひ
び
割
れ
を

防
ぐ
方
法
で
す
。

平
均
的
な
ゆ
で
卯
の
作
り
方
は
、

鍋
底
に
卵
ぞ
並
べ
、
卯
の
上
二
セ
ン

チ
ぐ
ら
い
ま
て
ポ
を
入
れ
て
沸
騰
さ

せ
ま
す
。
ゆ
で
る
時
間
は
卜
，
分
が

棋
準
で
す
。
ゆ
で
て
い
る
途
中
に
ひ

び
割
れ
が
し
た
ら
、
酢
を
小
さ
じ

一

伴
、
塩
を

一
つ
ま
み
入
れ
ま
す
。
昨

t
塩
に
は
、
卵
を
凝
固
さ
せ
る
働
き

子どもの健康ウォッチング………...・H ・..穣森弘

あっばれ夫婦学一 …………………斉藤茂太
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在宅看護ハンドブック・……………・・・後藤栄子
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が
あ
り
ま
す
か
ら
、
中
身
が
流
れ
出

る
の
を
防
寸
こ

t
が
で
き
ま
す
。

(1OJ 7 

黄
身
を
真
ん
中
に
す
る

9. 

ゆ
で
卵
の
ぷ
戸
聞
が
し
ば
し
し
ば
し

ば
烈
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ

れ
は
、
卯
・
円
の
成
分
の
ア
ミ
ノ
酸
が

熱
で
分
解
さ
れ
、
硫
化
水
素
そ
出
し

て
、
卯
賞
の
鉄
分
に
作
用
す
る
た
め

で
す
。
ゆ
で
過
ぎ
が
原
因
、
で
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ゆ
で
卯
の
賞
身
が
其
ん
中
に
く
る

よ
う
に
す
る
に
は
、
卵
を
は
し
で
転

が
し
な
が
ら
ゆ
で
る
の
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

こ
う
す
る
と
卵
れ
か
ら
同
ま

り
は
じ
め
、
同
県
身
が
中
央
に
務
ち
将

き
ま
す
。

広報うえだ5.

不
用
ロ
聞
に
な
っ
た
も
の
、
ほ

・
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

生
活
環
境
線
(
内
線
1
3
9

0
)
へ
ご
連
絡
を
。

マ
赤
ち
ゃ
ん
川
衣
頬

(
3
か
川
ま
で
)

無
料
マ
・
お
く
る
み
(
冬
季
外
出
用
)

3

0
0
0
川
マ
お
も
ち
ゃ
名
将

(
2
1
3

絞
郎
)
加
燃
料
マ
オ
イ
ル
ヒ

ー
タ
ー

7

0
0
0
円
マ
屯
汎
ご
た
つ
で
工
'
~
ワ
似
・

術
川
付
き
)
8
0
0
0
川
マ
ベ
ッ
ド
(
セ

ミ
ダ
ブ
ル

・
シ
ン
グ
ル
件

l
ム
巳
れ
』
燃
料

マハ
f
何
回
仇

M

燃
料
1
5
0
0
0
円

マ

本



健康Q&A

無ま
理ず
ーす歩
当るく
をとこ
タ危と
険か
/ら

-団a
運
動
不
足
と
い
わ
れ
、
毎
朝
三

'E・
十
八
す
ほ
ど
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
て
い

ま
す
が
、
か
え
っ
て
疲
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
せ
っ
か
く
始
め
た
の
で
続
け
た

い
の
で
す
が
、
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け

た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。
(
日
歳

・
男
性
)

・
・
置

ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
マ
イ
ペ
ー
ス
で

'
民
固

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
健
康

づ
く
り
に
は
適
し
た
ス
ポ
ー
ツ
と
い
え
る

の
で
す
が
、
今
ま
で
運
動
を
し
て
い
な
か

---E------------E
・E・-----

男
性
♂
理
解

Y
家
族
♂
協
力

原

久
子
さ
ん
ハ
判
歳
・
保
野
〉

司周司-回

っ
た
人
が
急
に
走
っ
た
り
す
る

t
弊
害
が

起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
れ
に
ジ
ョ

ギ
ン
グ
中
に
突
然
死
を
招
く
・
』
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
始
め
る
前
に
は
必
ず
医
師
の

診
断
を
受
け
て
お
金
ま
し
ょ
う
。

心
臓

へ
の
負
担
に
注
意

ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
企
身
運
動
.
で
す
か
ら
心

臓
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
し
、
太
っ
て
い

る
場
合
に
は
ひ
ざ
や
足
腰
に
負
担
が
か
か

り
、
痛
め
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

女
性
が
社
会
仁
進
出
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
は
、
ま
ず
男
性
が
理
解
を
示
し
て
く

れ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

私
の
家
庭
の
場
合
、
祖
父
、
夫
、
子

E
も

(三
人
)
と
五
人
の
男
性
に
凪
ま
れ
て
い
る

わ
け
で
す
が
、

仕
事
を
は
じ
め
外
に
出
る

こ
と
が
多
く
、
そ
れ
な
り
に
家
憾
の
珂
解

や
協
力
が
あ
る
の
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。

よ
く
会
議
に
出
席
す
る
と
、
別
性
の
人

た
ち
か
ら
「
女
の
く
せ
に
・
:
」
と
い
う
-i門

出
来
が
返
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
な
っ
て
し
ま

う
と
、
女
性

t
し
て
な
凡
が
出
せ
な
い
非

囲
気
と
な
り
、
と
て
も
悲
し
く
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
社
会
や
地
域
で
「
女
は
引
っ
込 仲間と楽しく …

-
句
、
む
や
み
に
始
め
る
こ

t
は

t
て
も
危

険
を
伴
う
の
で
す
。
ジ
ョ
、
ギ
ン
グ
と
い
う

t
「
走
ら
な
け
れ
ば
」

t
関心
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
む
し
ろ
疲
れ
た
ら
歩
き
、
楽

に
な
っ
た
ら
小
走
り
に
と
い
う
よ
う
に
自

由
仁
ペ

1
ス
ぞ
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
の
が

よ
い
で
し
ょ
う
。

徐
々
に
体
を
慣
ら
し
て

ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
だ
れ
で
も
特
に
純
科
し

な
く
て
も
始
め
ら
れ
、
質
問
も
か
か
り
ま

せ
ん
し
、
手
軽
な
ス
ポ
ー
ツ
と
い
え
ま
す

が
、
中
日
仏
年
の
か
た
が
い
き
な
り
走
り
始

め
る
の
は
危
険
で
す
。
始
め
は
歩
く
こ
と

か
ら
や
っ
て
み
て
、
徐
々
に
体
を
慣
ら
し

疲
れ
た
ら
休
養
し
、
ま
た
回
復
し
た
ら
始

め
る
と
い
う
気
持
ち
で
や
り
ま
し
ょ
う
。

ん
で
い
ろ
」
と
い
う
根
強
い
考
え
が
残
っ

て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

子
ど
も
と
意
識
的
に
接
す
る

子
E
も
た
ち
と
接
す
る
時
間
が
少
な
い

の
で
、
家
庭
で
ど
の
よ
う
に
育
て
て
い
く

か
、
と
い
う
こ
と
が
私
の
課
題
。

P
T
A

や
勉
強
会
な
ど
の
夜
の
会
議
も
多
い
た
め
、

必
然
的
に
タ
万
の

一
時
間
な
い
し

十
時
間

J

一ト
分
ぐ
ら
い
が
子
ど
も
た
ち
と
抜
す
る

立
重
な
時
間
と
な
り
ま
す
。
「
今
日
は
こ

う
い
う
こ
と
を
話
題
に
し
よ
う
」

t
あ
ら

か
じ
め
決
め
、
意
識
的
に
接
す
る
努
力
を

し
て
い
ま
す
。

• 

制
点
仇
副
賞
相
談

マ
洗
耐
化
粧
台

8
0

0
0
川
マ
ス
ケ
ー
ト
靴
(
ス
ピ
ー
ド、

m
・
5
セ
ン
チ
}
無
科
マ
七
五
三
附
帯

無
料
マ
買
い
物
事

(
2
輪
)
無
料

マ
拘
衣

(
M
サ
イ
ズ
、

2
枚
)
会

5
0
0

円

マ
卓
上
鈎
げ
物
セ
ッ
ト
(
新
口
問

)

5

0
0
0
円
マ
レ
コ
ー
ド
盤
(
昭
和
お
l

印
年
代
)
無
料

マ
滑
り
台
{
宅
内
川
}
マ
足
掛
み
式

市
(
子
ど
も
川
)
マ
ス
ク
ー
タ
ー

{m

g

マ
脚
州
市
ガ
ス

mふ
ろ
.
式
{
州
地

サ

イ

ズ

}

マ

-M松
山
市
(
大
人
川
)
マ

縦
み
機
マ
物
広

(
1
住
ま
た
は

6
代
)

マ
湖
微
銭
マ
ペ

l
ス
(
胤
市
総
)

-Y

先
箱
顛
に
紹
介
し
ま
す
の
で
、
す
で
に
成

約
し
た
物
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

と
に
か
く
、
子
ド
と
も
に
対
し
て
自
分
の

心
構
え
を
し
っ
か
り
も
た
な
い

t
、
た
だ

た
だ
毎
日
の
忙
し
き
仁
押
し
涜
さ
れ
、
自

分

t
家
族

t
の
き
ず
な
が
薄
れ
て
し
ま
う

t
思
っ
た
か
ら
で
す
。

女
性
が
外
で
仕
事
を
続
け
る
た
め
に
は
、

家
族
の
協
力
が
な
い

t
難
し
い
は
ず
で
す
。

わ
が
家
で
は
、

m
M
性
に
何
で
も
や
っ
て
も

ら
う
よ
う
に
協
力
し
て
su--り
っ
て
い
ま
す
。

夜
、
会
議
で
遅
く
な
る
と
き
は
、
小
学
生

の
羽
の

f
が
翠
制
の
ご
飯
の
別
立
や
お
ふ

ろ
の
支
度
そ
し
て
お
い
て
(
れ
ま
す
。
夫

も
朝
の
ご
み
出
し
に

一
役
買
っ
て
く
れ
、

私
の
負
担
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
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情報./ 、h 臼:$:ロマンチック街道
~圃園田園、いステツカラリー5周年記念特別.~慢.. .(}]2) 、ー.， フュッセナ』ハーモニー楽団演奏会
9月繰 日開午後3時/文化会館図画

9
月
白
日
に
動
物
愛

護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

••• 
マ
と
き

9
月
初
日
側
午
前
山
時

i
午
後

3
時

初

分

マ

と
こ
ろ

上

問
域
跡
公
同

一
帯

マ

内
容

動
物

ふ
れ
あ

い
広
場
、
動
物
里
親
捜
し
、

動
物
絵
問
展
、
動
物
な
ん
で
も
相
談
、

ポ
ニ

l
乗

馬

な

ど

マ

そ
の
他

動

物
里
親
叫
し
コ
ー
ナ
ー
で

ιJ犬
を
譲

り
た
い
人
、
欲
し
い
人
は
恥
前
に
上

回
保
健
所
食
品
衛
生
課
(
宮
@
1
2

6
0
内
線
2
1
6
3
)
へ。

川
以

仙
蜘
仙
帽

農
業
後
継
者
と
消
費

者
と
の
ふ
れ
あ
い
を

••• 
若
い
農
業
後
継
者
の
集
ま
り
、
で
あ

る
仁
川
市
農
業
官
年
会
議
は
、
消
費

者
と
の
触
れ
介
い
を
目
的
に
今
年
も

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
聞
き
ま
す
。
上

聞
市
が

一
望
で
き
る
会
場
で
家
族
や

仲
間
と
い

っ
し
ょ
に
自
然
と
触
れ
合

勺
て
み
ま
せ
ん
か
。
き

っ
と
何
か
が

見
い
だ
せ
る
で
し
ょ
う
。

マ
と
き

叩
月
日

R
側
(
振
替
休

H
)
午
前
9
時

集

合

マ

と
こ
ろ

A
F
t
-3
 

琳
岬
り
ん
ご
問
地
(
搬
峨
地
区
打
消

水
)

マ
参
加
料

大
人

1
0
0
0

門
、
子
ど
も

5
0
0
円

マ
内
容

3
i
5
人
程
度
の
チ
ー
ム
で
ゲ
l
ム、

り
ん
ご
狩
り
な
ど
を
行
う

マ
昼
食

カ
レ

ー
ラ
イ
ス
な
ど
を
用
な

マ

申
し
込
み

農
林
課
(
内
線

1
4
5

8
)
 

ヘ
ル
ム
1
ト
・
ヴ
ィ
ン
シ
ャ

l
マ
ン
指
締

ド
イ
ツ
・
パ
ッ
ハ
ソ
リ
ス
テ
ン

u月12日⑨
午後111寺開演

上田市民会館

第

M
回
長
野
旧
取
県
民
公
術
祭
川
駅
民
w
d術
劇
場

第

3
凶
土
問
・小
山
町
ふ
る
さ
と
青
島
高
祭

市
民
会
館
関
節
鈎
問
年
記
念
事
業

H
バ
ッ
ハ
に
忠
実
に
、
明
る
く
、
楽
し
く
|

|

H

上
田
創
造
館
9
月
の

催
し
に
あ
な
た
も
/

••• 
-

J
歪
の
運
動
巴
つ
い
て
L

土
臨
日
を
活
問
)

マ
と
き

9
月
日
円

ω午
前
川
時

マ
と
こ
ろ

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

・
第

4
ロ
ー
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室
L

(初
級
)

マ
と
き

9
月

unω
午
前

9
時

初
分
1
午
後
4
時

マ
と
こ
ろ

パ

ソ
コ
ン
教
室
マ
対

象

小

学
校
4

年
生
か
ら
小
学
校

3
年
生
ま
で
の
初

心

者

マ

定
員

初

人

マ
由
申
し
込

み

9
月
5
日
制
午
前
9
時
よ
り
電

話
で
、
ど
う
ぞ

-
第
3
回
「
男
性
パ
ソ
コ
ン
教
室
L

マ
と
き

9
月
間
日

ω・
四
日
仰

午
前
9
時
i
午
後
4
時
初
分

マ
と

こ
ろ

パ
ソ

コ
ン
教
室

マ
対
象

同
歳
以

t
の
男
子

マ
定
員

加
入

(第
2

入渇料/A￥3.500・B￥2.50日.c￥2.000
チケット取り銭い/よ国西武 ・著書光3置楽
11庖・コエダ跨It后 ・lまていやよ図后・
上田市民会館・上国市教委社会教青線

問い合わゼ/社会教育楳(内線1704)

マ
受
講
料

5
0
0
円

マ

申
し
込

み

9
月
日
口
出
午
前
9
時
よ
り
氾

訴
で
ど
う
ぞ

-
星
空
観
望
会

マ
と
き

9
月
幻
日
附
午
後

7
時

加

分

マ

と
こ
ろ

天
体
観
測
巾
唯
一

-
第
4
回
「
女
性
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

マ
と
き

9
月
お
日

ω・
初
日
間

午
前
9
時

マ
と
こ
ろ

パ
ソ

コ
ン

教

宅

マ

対
象

国
歳
以
上
の
女
子

マ
受
講
料

5
0
0
円

マ
申
し

込
み

9
月
四
日
仰
午
前
9
時
よ
り

電
話
で
ど
う
ぞ
。

-
問
い
合
わ
せ

@
i
l
-
-
)
 
k
川
創
造
館
(
岱

(12J 7 9. 広報うえだ5.

9月も催しいっぱい

「遺作6人展J2522両端/r上回春陽会絵画展J盟路妥結



• | 各ホールイベント案内 E 

母親学級にお出かけください/
安心してお涯をし、丈夫な赤ちゃんを育てましよう。

t>対象者妊娠している人 bとき 9月22日側、
同29日側、 10月8日閥、問13日側、同10月20日附の5
因。跨悶は午後11時30分-4鰐 bところ梅田母子
健康センター (n⑧'3149) t>持ち物母子健康手帳、
書面記呉、ズボン b料金 無料

確
か
な
自
を

/
消
費

生
活
講
座
の
受
講
生

••• 
テ
ー
マ
は

二

人
ひ
2

と
り
の
積
み

重
ね
普
段
の
く
ら
し
で
工
夫
と
実

践
を
」
、
で
す
。
賢
い
消
費
者
に
な
る

た
め
に
、
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

マ

と

き

叩

月

8
日
働
か
ら
ロ
月

9
B
附
ま
で

(
5
回
)
マ
と
こ
ろ

(主催者の都合により変更する場合があります)‘盟国ー・園田-_'ーー-・4 一 明 唱品 叫

中

央

公

民

館

マ

受

講

料

無

料

(
材
料
費
が
必
要
)
マ
定
員
加
入

マ
申
し
込

み

日

月

1
日
樹
ま
で

に
生
活
環
境
課
(
内
線
1
3
8
8
)

回数 とき 内 ，毛4ヨ~ と』ろ

1 110月8日幽 ごみ問題を考える 中央公民館一分別とリサイ7)レー

2 10月初日制 JIIの汚れ汚染が心を配考でえす 中央公民館一水質 るー
生かそう資源

よ図術大字神焔
3 11月11日併司 一食用j完治を利用した 共同作業所せっけんづ〈りの

作事構所視察ー rわっこ」

台所のエヨロジ
a 11月25日射 ーキγチ料ン渡でのー工夫ー 中央公民館

実智と..-
かしこい消費者

5 12月9日附 ーヨ堅質な訪問販売の 中央公民館
被害にあわないためにー

-消費生活講座の日程と内容

月日 催 し 時間 入場方法 問い合わせ

9刀 子ども劇場鑑賞例会
18:30 会員券

よ宙局|
関 r回の久わらい旅J 子ども劇場

8 )} )} )J )} cJ<) 

11 第18回JAフェステイJ'i)レ13:30 無料 上回市農業出 濁り民踊大会 協同組合

12 
民踊 ・舞踊発表会 近藤社中
日

26 動物愛護

日 フェスティパル 10:00 無料 上回保鍵所
'93 in上回

-二の丸1-2・fi@0762市民会館

「
消
費
生
活
大
学」
で

専
門
的
な
知
識
を
/

※時間は各国とも午後1時30分から3時まで ••• 
県
、
て
は
、
地
域
で
消
費
者
活
動
を

実
践
で
き
る
人
を
養
成
す
る
目
的
で

次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

マ
と
き
ロ
月
か
ら
6
年
3
月
ま

で
マ
と
こ
ろ
上
回
合
同
庁
舎
は

か
マ
内
容
消
費
者
問
題
の
基
礎

知
識
、
や
さ
し
い
経
済
学
、
商
品
テ

ス
ト
、
暮
ら
し
と
法
律
な
ど
マ
受

講
資
格
別
歳
以
上
の
男
女
マ
受

講

料

無

料

マ

問

い

合

わ

せ

生

活
環
境
課
(
内
線
1
3
8
8
)

内

γー
i
。

倫

W
1
1

剛
T
i
l-

9/1 4ドイツフュッセナー
関 ハーモニー楽団演奏会

15: 00 無料 観光課

15 上田市少年少女合唱団 よこ国市少年

制 第5固定期演奏会 14:00 300P:t 少女合唱団 |
@1478 

17 第5包吉江忠男 2，500 信濃毎日
告白 シューベルトチクルス

19:00 
円 新関祉

19 チャリァイ 会員 同実行

自) のど自慢大会
l日:301.000円

委員会

@5856 

23 河野保人 河野傑人

関 ツィターリサイタル
14:00 2，000円 後録会

⑮5799 

10/1 
佐藤光政歎砲の夕べ

室内楽を

樹
19・00 会員券 楽⑮しEむ会

150 

3 柳沢顕子 上回グロー

日 ソプラノリサイタル 14: 0011，000円 リア合唱団
⑫1184 

-材木町ト2-3・fi@0760文化会館

勤
労
青
少
年
ホ

1
ム

ω月
講
座
の
参
加
者

マ
対
象
市
内
に
住
む
か
、
市

内
事
業
所
に
勤
務
す
る
却
議
ま
で

の

人

マ

受
講
料

2
0
6
0
円。

ほ
か
に
利
用
者
協
議
会
費
5
0
0

円

マ

由
申
し
込
み

9
月
刊
日
嗣

か
ら
同
制
日
樹
ま
で
に
青
少
年
ホ

ー
ム
(
宮
⑫
7
1
1
7
)
へ
受
講
料

を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
付
時
聞
は
午
後
零
時
加
分
か
ら

9
時
ま
で
。
日
曜

・
祝
日
は
休
館

-勤労青少年ホーム10月開講鶴鹿の日程と内容

• 鹿 名 曜日 事E 問 回数 定員

茶道教室{獲千家) 月 10/4-3月中旬 20[冨 13人

生け花教室(掌 月) 月 10/4-3月中旬 20回 18人

生け花事主主(尊 月) 火 10/5-3月中旬 20回 18人

手 • み 教 室 火 10/5-3月中旬 20回 18人
金け花教~(古流幾重貫流) 水 10/6-3月中旬 20図 18人

生け花教室 (i也 坊) 木 10/7-3月中旬 20!a1 18人

誕百時間は各棟座とも午後S時30分からB時3自分まで

[13] 市営住宅補充入居者を募集2522協拡222?艶問。10月29醐まで7 9. 

楽し〈教養を身につける

広報うえだ5.
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-情報テーブル・

@ 注意して出してI国
危険なものがごみの中に混ざり、手を切っ
たりして、収集作業が大変です。ご憶力を。
bカミソリの刃・針…スチール缶α沖に入
れる。 tスプレー缶…くさ等で穴をあけて。
Pやきとりのくし…ひとまとめにまとめて。
1>箆電池・・透明なビニール袋へ。

市
総
合
計
画
審
議
会

を
開
催
し
ま
し
た
/

••• 
市
、
て
は
、
現
殺
の
長
期
基
本
構
想

が
千
成
7
年
度
を
け
標
午
次
と
し
て

策
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
年
度
か

ら
8
年
度
を
初
午
皮

t
す
る
「
節
3

次
上
間
市
総
合
計
画
」
を
策
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

第

一
川
の

「上
回
市
総
合
計
画
審

議
会
」
は

8
川
9
H
、
山
役
所
で
附

か
れ
ま
し
た
。
こ
の
審
議
会
は
、
市

議
会
議
以
、
心
行
純
川
体
の
代
長
打
、

8月9日に開かれた総合計画審議会

4
門
的
知
識
を
ド
付
す
る
山
下
識
経
験
者

な

E
犯
人
で
構
成
さ
れ
、
会
長
に
は

い山
治
会
議
長
の
小
山
正
俊
さ
ん
、
副

会
長
に
は
自
治
会
連
合
会
会
長
の
佐

雌
順
.
・
一さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
よ
り
小
山
審
議
会
会
長
へ

「第

3
次
上
川
市
総
介
計
州
」
の
府
川
が

(14] 7 9. 広報うえだ5.
10月24回目パ雲大繊維学部/願書受付1<t9月9臼開-21日ω/
準備講習会は10月1日出市民会鐙で/消防本部予防課8⑧0119

な
さ
れ
、
答
巾
に
向
け
取
り
組
み
始

め
ま
し
た
。

こ
の
総
合
計
同
に
つ
い
て
は
、
市

以
の
皆
さ
ん
の
意
見

・
，
些
望
を
じ
ゅ

う
ぶ
ん
反
映
さ
せ
た
も
の
に
す
る
た

め
、
次
け
の
「
広
報
」
で
詳
し
く
掲

載
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

2
2
2
)
 

進
め
て
き
た
「
う
え
だ
女
性
会
議
」

の
設
立
総
会
が
次
に
よ
り
附
か
れ
ま

す
。
現
在
入
会
ぞ
受
付
中
で
す
が
、

ち
日
の
入
金
受
付
も
行

い
ま
す
。
ん
久

性
は
も
ち
ろ
ん
、
山
性
も
奮

っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

9
川
四
日

ω午
後
l
時

1
4
時

マ

と

ニ

ろ

中

央
公
民
館

(
材
木
町
)

マ
内
容
総
会
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
講

演

マ

由
申
し
込

み

以
州
北
(
内
線
1
6
0
7
)

危険物取扱者試験

企
一間
諜
(
内
線
1

う
え
だ
女
性
会
議
か

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト

••• 
上
出
市
の
女
性
行
動
計
画
を
推
進

す
る
た
め
に
、
か
ね
て
か
ら
準
備
を



募集します一一一一一一

下水道いろいろコンクール
B本下水道協会では、下水道促進デー
に合わせてr下京道いろいろコンクー)VJ

の作局(ポスター、作文、 標語、写真、
テーマソング、キャラクターデザイン)
を募集しています。詳しくは下水道課(内

線1536)までお問い合わせください。

• ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

9
月
刊
日
は
「
全
国

下
水
道
促
進
デ

l
」

••• 
水
は
私
た
ち
の
生
前
仁
な
く
て
は

な
ら
な
い
大
切
な
も
の
。
私
た
ち
は

よ
り
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
、
た

く
さ
ん
の
ぷ
を
外
に
出
し
て
い
ま
す
。

一
度
使
っ
た
水
を
き
れ
い
に
し
、
自

然
へ
帰
す
の
も
下
水
道
事
業
の
章
一
裂

な
役
割
の
.
つ
で
す
。

上
問
市
の
公
共
下
水
道
は
、
昭
和

打
年

7
け
に
供
附
そ
開
始
し
て
.
必
1

成

5
年
4
H
l
n
現
在
、
約

3
万
4
千

人
が
利
川
し
て
い
ま
寸
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
は
特
定
環
境
保

全
公
投
下
水
道
と
し
て
別
所
楓
泉
地

肌
鉱
山
古
砂
川
内

杉
凶
州
・
え
な
や
ら

荻
久
保
ぷ
づ

米
川
別
行

川
門
出
仇
円
M

I
z

、，.，
E

M

H

，s

n古
川

-U

成

山

栄

7
l
l
hL 

ぶ
川
折
川
犬

械
内
胤
H
e
a
-

川
山
門
g
た
ま

小
林
け
さ
い

新
山
山
市
太
郎

anト
ト
由
、
λ

ト

f
J

一イ
。

赤
塚
行
弘

村
山
シ
ズ
件

十
版
文
総

区
の
工
事
も
始
ま
り
、
平
成

7
年
供

用
刷
始
に
向
け
て
幣
怖
を
進
め
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、
今
年
度
は
千
曲
川
在
岸

地

.Rお
よ
び
京
都
・
神
川

・
神
科
地

医
に
下
ル
小
道
区
域
を
広
げ
る
た
め
、

固
に
計
同
の
変
更
認
可
を
申
請
し
て

い
ま
す
。

市
、
て
は
全
国
下
水
道
促
進
デ

l
に

介
わ
せ
て
、

9
川
叩
円
刷
聞
か
ら
ロ
円

仰
の
午
前
中
下
水
沖
化
セ
ン
タ
ー
の

一
般
開
欣
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ド

水
道
課
(
内
線

1
5
3
5
)
で
は
「
ド

水
道
何
で
も
相
談
所
」
を

9
日
1
円

附
か
・
句
日
日
仰
ま
で
開
設
し
て
い
ま

す
。

ド
州車n1)、1-.iJl JlI 1'. 
14 7;t勢辺市

人脇 IlIf泉川 111IUf t~ 

卜小紋院千 ~Jr y内
11' 1111 
川利内 IUf[~ 

rH 
k ドrl'tl 
初l'とお
IUr郷 1117卜制

68 83 71 81 8:3 87 79 83 60 68 81 104 68 93 85 83 76 88 

上
限
芳
保

久
保
ぷ
げ
の

扶

阪

多

全
作
か
え
じ

刷
柳
沢
滋
子

竹
内
鈴
子

・'Aげ
V
J

ド』，、、弘ト
忠

t
h
mよ
λ
/
H剖

鈴
木
ゆ
き

削
明
治
政
夫

桜
似
た
ま
え

附

政

じ

ト
寸
附
仰
山

U
山川パ
h
v
.

長
谷
川
秋
f

H
川
+
咽

J
Eい同

i

十

h
a
E守
・
仙
帆
l
l惇
1

，F
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など約230項目が登録されています。

プッシュ式、ダイヤル式のどちら

の電話器でも利用でき、市役所の就

業時間帯はもちろん、夜間や日曜・

休日など閉庁している場合でも、い

つでも利用することができます。ま

た、外国人のために笑語、中国語、

ポルトガル語によるサービスも行う

予定です。

使用方法と情報の項目を記載した

コード表を、10月発行の「広報」に

あわせ各家庭に配布する予定です。

b問い合わせ 総務課(内線1206)

市では、市民サービスの向上を図

るため、 24時間いつでも市政情報を

電話で聞ける「テレホンガイドうえ

だ」を 10月からスター卜 します。

このシステムは、家庭の電話とコ

ンビュータを結び、市民の皆さんの

電話でのお問い合わせに、録音した

音声でお答えするサービスですョ

テレホンガイドには、いざという

ときの火災情報のお知らせ、住民登

録や市税などの暮らしの手続き、ご

みの出し方や水道工事の申し込みな

ど日常生活の情報、福祉の制度や予

防接穫のお知らせ、施設の利用案内 可

71 7.1 68 79 75 84 78 62 76 87 85 71 80 85 93 9~ 

ヘ
)
ノ

・
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
花
火
が
大
好
き
。

集

記
戸
花
火
が
な
い
と
、
や
っ
ぱ
り
『
夏
」

編

後

¥
と
い
う
気
が
し
な
い
。
自
分
で
や
る

/
t
の
も
も
ち
ろ
ん
だ
け
れ
ど
、
見
る
の

も
い
い
も
の
だ
。
絢
を
震
わ
す
音
、
広
が
る
せ

ん
光
、
落
ち
て
い
く
花
び
ら

・
ロ
を
開
け
た
ま

ま
、
思
わ
ず
ま
ば
た
き
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
上

空
の
や
み
の
中
に
燈
が
立
ち
込
め
、
蒸
し
署
い

鼠
が
火
薬
の
に
お
い
を
運
ん
で
く
る
。
果
て
る

奮
と
と
も
に
徹
っ
て
い
く
花
火
の
様
は
、
な
ん

と
な
く
季
節
の
変
わ
り
目
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

ま
だ
夏
が
終
わ
っ
て
ぽ
し
く
な
は
と
訴
え
て
い

る
か
の
よ
う
に
。
あ
の

一
瞬
は
き
っ
と
「
夏
』

と
い
う
、
一
つ
の
季
節
を
象
徴
し
て
い
る
の
か

も

し

れ

な

い

。

(

に

し

ざ

わ

)

電話で聞ける市政情報

ぞをテレホンガイド・うえだ"
10月からスタートします/

-
夏
の
花
と
い
え
ば
向
日
葵
(
ひ
ま
わ
り
)
。

今
年
も
わ
が
家
で
は
、

十
数
本
が
に
ょ
き
に
ょ

き
伸
び
、
う
ち
数
本
は
四
メ
ー
ト
ル
に
近
い
。

五
歳
の
長
男
も
『
そ
ら
ま
で
と
ど
く
よ
」
と
輿

昧
津
津
。
爽
(
さ
わ
)
や
か
な
夏
を
演
出
し
て

く
れ
た
立
役
者
に
感
謝
し
た
い
。

炎
天
下
、
麦
わ
ら
帽
を
か
ぶ
り
、
向
日
葵
の

周
り
の
雑
草
を
一
本
づ
っ
丁
寧
に
絞
く
。
す
る

と
、
清
々
し
い
風
が
渡
っ
て
、
黄
色
の
大
輸
の

女
王
は
ニ
コ
ヱ
コ
笑
う
。
透
き
通
っ
た
青
空
を

従
え
る
か
の
よ
う
に
:
。
し
か
し
残
念
な
こ
と

に
と
の
要
は
短
か
っ
た
。
盆
前
の
あ
る
日
、
長

男
が
花
冠
を
下
げ
た
柑
僚
を
完
て
、
『
お
と
ー
さ

ん
、
ひ
ま
わ
り
、
さ
よ
な
ら
だ
ね
』
と
。
こ
の

ひ
と
雲
で
夏
が
終
わ
っ
た
。
{
ゼ
ま
)

8月l日付I:F広報J14ページrごめい福をお祈りします」に、次の誤りがありました。
訂正しておわびします。4段目r水井金雄奈良尾 74Jを「水出金雄J(敏称略)Iこ。匪亙亘
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・満木旭人くん
(1録7か月・西努符〉

f青空歩をするのが大好きで
家の中ではとても暴れん妨。
今、車のおもちゃに夢中で
す』と母のあっ子さん。

保健 診tt
保健予防課(内線 1374)

-三種混合予防接種

2回日以降を別表のとおり行います。 8月に 1期1

回目を按純できなかった幼児も予備日まで、含めると 3

凶できますので、お受けください。

詳しくは8月1日付け「広報うえだ」をご覧くだ凱、。

※接種時間は午後|時30升から 2時30介まで。

※駐車場が狭いため、車での来場はなるべくご遠慮〈

ださい。

-三種混合予防接種目程表(2回・ 3回)

.6、
:>:1; 場

実施日
対象地区名

川西川西社会福祉センター

上野が丘公民館

市保健センタ一

川辺町会館

神川地区公民館

海図母子健康センター

市保健センタ一

一好町会館

司…健センター

備
神下城央

西

中

川

部

回

東

塩金
。
久
留

4
J
 
ンセ健

旦
木市

貝
H

太りぎみが気になるあなた 誠，.，
uトクトク教室Hで直L盤/
ふfごんからrr本{lヵfれになるJrダメと思いながら
食べてしまう」人 みんなで減批{判断定しましょう。
1>とき 9月2011例)から10月25U (JI)まで(6回)
1>ところ 市保健センターほか 1>定員 30人 1> 
受講料 2， 500llJ (，V，~J .fIllU料費など) 1>申し込み
9 JJ 10 日幽までに保能子防毒~(内線 1376) へ。

・トクトク教室の日程と内容

月日 時間 内 望E 会 11
9月20日{月}午後 話し合い、仲間づくリ 市保健

t ンター

9月初日(liIl 11 ヘルスチェック(体脂肪l$lt.測ります) 上国保健所

10月4日明} 1/ 鍵診結果、気もちよく歩二う よ公回線跡園

10月12Bl火}午昼前食ーバイキングで昼食を 市保健
-t? :.-ター

10月19日ω午後 レアリヱーションで楽し〈体を動かそう 動労者体W
セン?

10月25日(月l 1/ まとめの隠しあい 体脂肪$測定 市保健センタ

救急医療や救急、業務に対する正しい

理解と認識を深め、かつ意識~正':;める

ために、毎年9月9nを「救急、のnJ
と定めています。

H宇伴、上岡市の救急m勤件数は2，587
回てで.、 1日1=1主平V
人刈lにニ汀1人Mカが叫哨T湾敬卒救純文投急、車叩叩を材刊平和IJ問しいにωな 霊
ります。

平成 5年度は、高度な応急処置が受 受
けられるよう高規俄救急車の導入や、 f正
事業所なEりす象に!応急手当の普及，砕 し
習を行なう予定です。 し1
なお、緊急、を要するけが人や病人の 理
最優先のために、救急11'lmJ)の要請には 解
皆さんのご協力をお願いします。 r<::!:

戸~

9月
9日は

消防本部
(宮@0119・
内線207)

広揮ラf<~5. 9. 1 [16] 
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